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温泉入浴における唾液アミラーゼ活性の応答

および喫煙の影響の予備的調査
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(2013年 1月8日受理)

1 .はじめに

入浴は単に体の汚れを落とし清潔に保つことばかりが目的ではなく、体そ溜lめて血被循環を

増進させる、発汗を促す、エネルギー代書誌を高める等の効果が知られている。また、微温治で

は副交感神経系が髄位となって鎮静効果が得られ、高温浴では交感神経を興醤させて気分を高

揚させる効果が得られる 1)。議泉入浴はストレスを解消してリラックスさせる効果があるとさ

れるが、これは入洛による効楽の上に、温泉水に含まれる様々な温泉成分の影響、温泉の臭い

や色あるいは温泉地帯の景観による癒し効果等の相乗効巣が考えられる 2)。

種々の外部刺激が負担として働いて心身に議々な変化が起こる場合をストレスといい、スト

レスを受けたときに変化が見られる生理・生化学的要閣はストレスマーカーと呼ばれている。

暖液中のアミラーゼ活性は生化学的ストレスマーカーのーっとして知られており、一般にスト

レスのない王子常時には活性が{尽く、ストレスに応答して活性が上昇することが知られているへ

近年、小型で‘携帯も容易な唾液アミラーゼ活性の測定装置(服披アミラーゼモニター)が開発

され、使い捨てチップによる少量の唾液採取により、現場において短時間(約 1分)で調~定が

可能になっている心。睡液アミラーゼ以外にもアドレナリン、ノルアドレナリン、コルチゾー

ル、クロモグラニン A等がストレスマーカーとして知られているが5、6)、血液や唾液の採取

およびその後の測定方法において睡誠アミラーゼモニターを用いた方法ほど簡便ではない。

本研究は、この艦液アミラーゼ活性測定装置(唾液アミラーゼモニター)を用いることによ

り、現場にて温泉入浴前後のストレス反応について調査し、解析したものである。また、喫煙

者における温泉入浴前後の唾披アミラーゼ応答についても、予備的調査を行ったので併せて考

察する。

2.方 法

1 )温泉と温泉入浴時間

温泉は岩手県滝沢村・相の沢温泉(ナトリウムー硫化物・塩化物泉:低濃性弱アルカリ
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性高損泉)または岩手県雫石野・縮張温泉ありね山荘(単純酸性・硫黄温泉:(硫化水素型)

低張性霊堂性高温泉)を利用した。どちらも内湯と露天風呂が設置されており、浴槽温度は 42

~ 43
0

Cのj温泉である。入搭時間は、舘時間入洛 (30分以上45分以内)および長時間入搭(約

60分)に分けて調査した。入浴時間中は、露天や庭内の搭摺に入るあるいは体をi先うなどに

より時間を過ごした。入裕後は、温泉施設の休憩室(畳敷の大広間)で横になり休息、した。

被の採取15分前を除いて、水分の鵠給は各自によって自由に行われた。

2) 裡液の採敢

時液アミラーゼ活性の測定は、儲康な被験者5名 (20代男性4名、 50{-t男性 I名)より唾

液を採取して行った。測定は 1閉または自を変えて 2間行った。 20代男性4名は相の沢温泉

に入浴して睡液を採取し、 50代男性は網張温泉ありね山荘の温泉に入浴して唾液を採敢した。

唾液の採取は、温泉入浴前、揺泉入裕後、 30分休憩後、 60分休憩後に行われた。矩時間入浴

では、 20代男性3名について日を変えて各2閤(計6回)崎被アミラーゼ活性測定が行われた。

長時間入浴では、 20代男性3名について各l聞の瞬液アミラーゼ活性測定が行われた。

被験者の内、 20代男性の 1名は 1日約5本の喫煙者で数年の喫懐歴があり、 50代男性は l日

約20本の喫煙者で 30年の喫煙躍を有していた。喫煙者は、非喫煙者とは異なる鴎液アミラー

ゼ活性の応答がみられたため、非目見煙者の鴻定館とは別扱いとした。

なお本研究は、岩手大学人体及びヒト試料研究倫理審査委員会における承認(承認番号第

200907号、第201104号)の下に行われ、被験者には書留と口頭による研究内容の説明の後、

研究協力同意書への署名を得て蟻液採取が行われた。

3) 噛披アミラーゼ活性の測定

睡液アミラーゼの活性測定は、特定保守管理毘療機器・酵素分析装置の嘘液アミラーゼモニ

ター(ニプロ株式会社、大紋)により行った。睡液採取は、測定用のチップを口中(舌下)に

30秒含むことにより行われ、日華液採取後直ちに測定装置に装着し、嘘液アミラーゼ活性を測

定した。

4)測定値の統計処理

唾液アミラーゼ活性の測定値は、集計の後に平均値と擦準偏差を算出した。入浴前・後およ

び休憩後における平均値については、正規性の検定を用いて各2群間の差が正規分布に従うこ

とが確認されたことにより、対応のある t検定による各2群簡の差の有意義検定を行った後、

Bonferroni/Dunn法で検定した 7)。

3.結果

撮泉入浴は、入議時間の長さによって感じられる疲れの程度が異なるので、短時間入浴と長

時間入裕に分けて雄被アミラーゼ活性の応答を見た。その結巣、短時間塩泉入浴後は入浴前よ

り曜液アミラーゼ活性が低下し、休憩により更に測定髄の低下が持続することが示された。入

浴前にはアミラーゼ活性の測定値に多少のばらつきが見られたが、入浴後の休憩により測定値

のばらつきも収束した(函 1)。なお有意、差検定の結果、入浴前と休憩30分後および 60分譲
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では危検率 1%で有意差ありと判定された。この眼液アミラーゼ活性の入浴後および休憩後に

おける低下は、趨い入浴時間により身体のストレス状態が軽減したことを示していると考えら

れる。

次に入裕時簡を 60分に延長し、問織に混泉入捕前・後および休憩、後に唾譲アミラーゼ活性

を測定した。長時間の入滑により、入洛後には一旦i唾液アミラーゼ活性の上昇が見られるが、
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図2. 20代男性のみの長時間温泉入浴前後における曝液アミラーゼ活性応答
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京日

測定値はその後の休憩によって入浴前より低下した(図 2)。長い入諮時間は身体を疲れさせ、

一時的にはストレスを増加させるが、その後の休憩によってストレスは軽減されると考えられ

る。

嘆煙者については、向捧に識泉入浴前・後と休憩後の曙液アミラーゼ活性を測定したが、非

喫煙者とは大きく異なる応答が見られた。間一人 (20代男性)の矩い入浴時間においても、

入浴前に顕著に高い唾液アミラーゼ活性の儲が示される場合と入浴後に髄が上昇する場合がみ

られ、測定した日によって唾液アミラーゼ活性の応答が大きく異なっていた(図 3)。長い入

路時間の場合も喫'煙者 (20代男性と 50代男性)では、非喫煙者とは異なる曜液アミラーゼ活

性の応答が見られた(図的。これらの結果は、喫煙者についての身体的ストレス状態が、崎

被アミラーゼ活性応答には反映され難いことを示している。

i幻内太務原

繍帯明言語j主主1
間。同溺1t::2

nu 
n
U
 

9
“
 

ω
 

υ
 

&
 

180 

40 

。
20 

160 

140 

80 

60 

120 

100 

盤
液
ア
ミ
ラ
ー
ゼ
活
性

関3.喫煙者:20代男性の温泉入浴前後における唾液アミラーゼ活性応答

察

精神的ストレスと晦液アミラーゼ活性応答の関係では、ストレスを受けている関活性が上昇

し、ストレスの終了後速やかに部下することが報告されているぺ一方、ホースセラピーにお

ける!暖液アミラーゼ活性の応答は身体的ストレス応答と考えられ、セラピー後には測定髄が上

昇ーしたが休憩後に髄は抵下した 9)。本研究で観察された長時間入搭(約60分)後の陸液アミラー

ゼ活性の上一界は休憩後に低下しており、ホースセラピー後の応答と類似している。このことか

ら、本測定髄は身体的ストレス応答を反映していると考えられる。

短い温泉入海時間 (45分以内)では、入諮前、入洛後、休憩30分後、休憩60分後の11霞にi藤

被アミラーゼ活性の測定値は母下したが、長めの入裕時間(約60分)では瞭液アミラーゼ活

性が入議議に一旦上昇し、休憩により低下している。長時間入浴(約60分)後にみられる瞭

液アミラーゼ活性の上昇は、身体的ストレスの増加と考えられることから、身体的ストレスを
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図4. 喫煙者:20代・ 50代男性の長時間温泉入浴荊後における嘘液アミラーゼ活性応答

受けずに温泉の効能そ得るためには、短時間の入諮が良いと蓄える。また、長時間入諮の後は

ストレスの高い状態であるので、ストレス軽減には 30分担度の休憩を取ることが必要である

ことを示している。長時間入浴後の休憩では、ストレス状態の落差が大きくなることにより、

一臆強い爽快感に繋がると考えられる。

Todaらは、 60分 (42
0

C) の槌泉入浴により暖液中のコルチゾールは減少し、クロモグラニ

ンAの濃度は上昇したことを報告している 10)。同じ混泉入諮に対しでも、ストレスマーカー

の額類により応答が全く異なることから、結巣の解析にはストレスマーカーの積類によって生

理的状況の反映の仕方が異なることを考癒する必要がある。

温泉入搭と家庭風呂における入浴の比較では、主観的指標では大きな差が見られたがストレ

スマーカーの濃度変化による生理的指標は潤等であったと報告されている 11)。しかしその一

方で、温泉成分を取り入れた各種の入浴剤が開発されており、様々な生理的効果も報告されて

いる lへそのため本測定法による唾液アミラーゼ活性応答の測定により、協泉入浴と家鹿嵐

呂入裕の間に違いが晃られるのか、あるいは温泉の種類による比較で違いが見られるのかにつ

いては今後検証していくべき課題であると考えている。

喫:題者の撮泉入浴におけるi酎夜アミラーゼ活性応答については、非喫J煙者とは全く異なる応

答を示しており、両者は問列に扱えないことが明らかになった。過度の喫壊は睡液の分泌議の

減少を摺くことが知られている 13)が、本研究により喫煙溜慣は嘘液の分泌議ばかりでなく唾

液アミラーゼ活殺応答にも影響があることが示唆された。唾液アミラーゼ活性に対する喫煙の

ついては、多くの被験者の協力そ得て更に検討する必要がある。
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5. まとめ

本研究では、塩泉入浴の前後におけるl淫液アミラーゼ活性の応答について検証した。本研究

により、温泉入浴による身体的ストレス状態の程度は、唾液アミラーゼ活性の測定によって知

り得る事が示された。入浴時間が短いときには、入洛およびその後の休憩によって磁波アミラー

ゼ活性が低下した。入港時間が長い場合には、入浴後に唾液アミラーゼ活性は上昇A し、その後

の休憩によって入浴前よりもアミラーゼ活性は低下した。これらの結果は、唾液アミラーゼ活

性応答が身体的ストレス反応を反映したものと考えられ、短い温泉入浴により容易にストレス

軽減効果が得られることが示された。しかし、損泉入諮時間が長い場合には一時的に身体的ス

トレスが高まるため、ストレス軽減のためには入浴後における休憩の重要性も示された。

また本研究の予備的調査により、喫煙者の温泉入搭に対する唾液アミラーゼ活性応答につい

ては、ゴiミ喫螺者とは大きく異なることが明らかになった。喫煙者の身体的ストレス状態は、唾

液アミラーゼ活性応答には反映されにくいことが考えられるため、別途検言すすべきであること

が示唆された。
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